
新米をはじめ、さまざまな農作物が収穫の時期を迎えています。サンマやサケなど

の魚も脂がのっておいしい季節です。このように秋は旬の食べ物が豊富で、気候も過

ごしやすく食欲が増すことから、「味覚の秋」や「食欲の秋」といわれます。 

 食事のとき、テレビやスマートフォンを見ながらダラダラ食べていませんか。食

事に集中してよく味わうことで、満足感が高まり、心も体もリフレッシュできます。

五感を使って味わい、「味覚の秋」を楽しみましょう。 

五感とは、味覚・視覚・聴覚・嗅覚・触覚の５つの感覚のことです。このうち舌で感

じるのが「味覚」ですが、実はそれ以外の４つの感覚も、食べ物のおいしさに深く関わ

っています。食べるときに五感を意識してみましょう。 

 

 

                                             

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

令和８年度１０月号 

調布市立第五中学校 

～お知らせ～ 

１０月２７日（火）：合唱コンクールのため給食はありません。お弁当を持ってきてください。       

 

 

 国では、10月を「食品ロス削減月間」、10月 30日を「食品ロス削減の日」と定めています。 

食品ロスとは、まだ食べられるのに捨てられてしまう食品のことです。現在、日本の食料自給率

は約 38％（カロリーベース）※1と、多くを海外からの輸入に頼っています。それにもかかわら

ず、年間約 461万トン（推計値）もの食品ロスが発生しています※2。これは、１人１日当たり、

おにぎり１個分を捨てている量に相当します。食品ロスを減らすことは、地球環境を守り、限り

ある資源を大切にすることにつながります。まずは、身近なところから「もったいない」を減ら

していきましょう。 

 

※1：農林水産省（令和６年度）  ※2：消費者庁・環境省・農林水産省（令和６年度） 


